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6月15日は勝浦川の解禁日。あいにくの雨でしたが、早朝

から大勢の太公望たちでにぎわいました。

清流勝浦川、霊のスター卜です。

世帯数� 1，989戸人口男�  3，633人 女 �  3，911人 計� 7，544人� (平成4年� 5月末日現在)

出生 男5 女� 1言十6 死 亡 男7 女4 言十 転 入 男7 女6 計13 転出男4 女8 言十12

⑨⑧ 広報かつうら7月号第265号平成4年� 7月� 1日発行 編集と発行勝浦町総務課� TE L (08854)2 -2511 (代)FAX2-3028 

MUS04
テキストボックス
待ってました　若アユたち
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テキストボックス
町民のうごき



「
全
国
か
ら
や

っ
て
く
る
お
に
い

さ
ん
、
お
ね
え
さ
ん
、
私
た
ち
の
演

\\ー~

O

• 


東
四
国
国
体
で
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競

l

技
の
開
始
式
、
家
庭
婦
人
バ
レ 

ボ

ト
ル
の
開
会
式
に
演
奏
す
る
町
内
三

役
員
の
方
な
ど
を
歓
迎
す
る
も
の
で

人
余
り
の
人
数
で
す
。

11<兎窓わたbたきの

演織を見τ〈泥さいね


技
を
見
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
、
東
四

国
国
体
で
勝
浦
町
を
訪
れ
る
関
係
者

に
披
露
さ
れ
る
集
団
演
技
の
練
習
が

町
内
の
小
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園

で
始
ま
り
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ル
射
撃
の
開
始
式
、
家
庭

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
開
会
式
に
彩

を
添
え
、
式
典
を
盛
り
上
げ
、
選
手

七
月
上
旬
に
は
、
横
瀬
小
学
校
で

児
童
の
演
技
を
見
る
見
学
会
。
下
旬

に
は
生
比
奈
小
学
校
で
合
同
練
習
会

を
聞
き
、
今
年
九
月
の
国
体
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
で
初
め
て
披
露
さ
れ
る
予

定
で
す
。

総
勢
五
五

構
成
は
、
「
勝
浦
川
の
清
流
」
次
に

「
未
来
へ
の
躍
動
」
、
最
後
に
「
み
か

小
学
校
の
合
同
練
習
が
あ
り
ま
し
た
。

国
体
の
式
典
に
は
、
楽
団
が
必
要

な
の
で
す
が
、
現
在
町
内
に
は
小
学

校
に
鼓
笛
隊
が
あ
る
だ
け
。
そ
こ
で
、

三
小
学
校
合
同
で
国
体
時
に
必
要
な

音
楽
を
演
奏
し
て
も
ら
お
う
と
、
昨

年
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
第

一
回
合
同
演
奏
会
が
五
月
三
十
日
、

生
比
奈
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
体
時
に
演
奏
す
る
曲
は
六
曲
で
、

各
校
で
行
う
も
の
と
、
合
同
で
演
奏

す
る
も
の
に
分
か
れ
て
お
り
、
練
習

は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
合
同
で
演
奏
す
る
行
進

曲
で
、
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
-
ワ
ー
ル
ド
」

総
勢
百
人
余
り
の
小
学
生
金
管
バ
ン

ド
員
が
真
剣
に
練
習
に
取
り
組
ん
で

お
り
、

・最
初
の
披
露
は
今
年
九
月
の

国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
す
。 

ん
の
里
勝
浦
」
の
三
部
か
ら
成
り
、

児
童
・
生
徒
の
豊
か
な
演
技
内
容
で

取
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

-
，
熱
心
な
練
習
風
景

/"一一¥¥

/国体に向けて 1
町内小学校で� t

国体用音楽の� j 

合同練習始まる


信刊

叩
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テキストボックス
国体に向けて町内小学校で国体用音楽の合同練習始まる

MUS04
テキストボックス
ぼくたち　わたしたちの演技を見てくださいね集団演技練習開始
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勝浦病院横の特別養護老人ホーム“喜楽

「、，二，ボ F

1
J
1

、ノ
、
わ
占

ハわ
寸
、


十
川
�
 “ 国体に向かつて
‘


Hμ 
e
'

u-

HA'

H

H

口
禽
μ・門嵐
門
�
 

•


城
北
(
七
六
六
点
、
大
会
ル
大
会
と
来
年
の
国
体
に
向
け
て
、

新
)
、
女
子
も
城
北
(
七
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

μ・口
合口
@門嵐
門 六

八

点

、

大

会

新

)

で

(

文

中

敬

称

略

)

・門嵐
門

口
・口
金
�
 

・口
金
�
 

・口
金
�
 

学
校
対
抗
で
男
子
は
と
は
、
今
年
九
月
の
国
体
リ
ハ
�
 サ
l

、
大
会
新
記
録
が
続
出
し
た
こ

生
比
奈
小
学
校
体
育
館
大
会
新
)
、
女
子
は
横
野
早
枝
(
城
北

に
県
下
か
ら
六
十
一
人
三
九
二
点
、
大
会
新
)
が
そ
れ
ぞ
れ

の
選
手
が
集
ま
っ
て
、

優

勝

し

ま

し
た
。

高
校
総
体
が
行
わ
れ
ま
新
装
な
っ
た
生
比
奈
小
学
校
体
育

し

た

。

館

で

か
ら
七
日
制
に
か
け
て
、
は
、
石
川
誠
(
小
松
島
、
三
九

徳
島
県
高
校
総
体

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
競
技

苑"の裏庭は，今色とりどりの花が咲いて

おり ，ホームの方に大変喜ばれています。

これは一楽友次さん(棚野)が手入れを

されているものです。

一楽さんか27年間勤務されていた勝浦園

芸高校から苗をいただき ，ご指導 ・ご協力

さ
る
、
六
月
六
日

ω
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
。
個
人
の
部
で
男
子

O
点、

平
成
四
年
度

を受けています。さらに，棚野の大谷さん

からも苗の協力を得て，テストピースを集

めて作った約50mの花壇が花いっぱいで埋

まっています。
H

M・門嵐
門
�
 

「日当りがいいので，朝夕に水をやってい

る。これからもず、っと続けていきたいです

が� 1人でも� 2人でも，一緒にしていただ

u-口
金
μ・口
金
HE'口
・門出� 

・・・

ビー込ライヲル •

・

・

ける人があればいいのに・ ・」と 話されて・

いました。

花壇にはもうすぐ秋物の苗が植つけられ

ることになっています。� 

h
F
作
業
を
す
る
一

楽
さ
ん
�
 

(

4
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
殻
技
風
景
�
 

女
子
立
射

ω発
決
勝
)
 

'口
・門出� 

'口
・門出� 

'口
金
M@口
・門出� 

'門出

東四国国体デモスポ行事

グラウンドゴルフ 講習会
練習日程

あなたも撃ってみませんか?


ワ 月 ワ 日 (火) 女今月は
 

ワ 月� 21 日 (火) 7月4日(土) 13時-21時


ワ月� 18日(土) 13時-21時


-時間 午後� 7時30分から
福祉センター� 3階において練習コーナーを設


場所 勝浦中学校グラウンド
けていますので，講習会の日でなくても教育委

備考 練習日が悶天の場合は，次の火曜日
員会までご連絡いただければ練習できます。

に順延します。

ヴラウンドゴルフ� ビームライフル

3 

MUS04
テキストボックス
ありがとう　小さなボランティア　　　国体に向かって

MUS04
テキストボックス
大会新記録続出

MUS04
テキストボックス
ビームライフル講習会
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.イサービスセンター「オレンジ荘」

品

名

山肌� 

a

z

e

‘
�
 
h
U
4
a
.
 

あ
円
」
3
ご
久
保
々
�
 
h
1
・・子� 

d
1

・~、、ふ� 

eNn 

G
 
d
eぺ

-
J
h
g

・
�
 3
a九れ
を

占

�

 

e
，

ソ

匂

崎

A
9
y
f
本主� 

三邑
同

「
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
意
を
用

【

ぃ
、
進
ん
で
公
益
の
た
め
公
財
を
寄
�
 
-

付
さ
れ
た
こ
と
」
に
対
し
、
青
木
寛
明

一

さ
ん
�
 (西
岡
)
が
こ
の
度
県
知
事
表

苧

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【

青
木
さ
ん
は
、
勝
浦
町
老
人
福
祉
�
 -

の
充
実
を
目
的
と
し
て
、
町
に
六
百

円

万
円
の
ご
寄
付
を
さ
れ
た
功
績
に
対
�
 -

し
、
今
回
の
賞
を
受
賞
さ
れ
た
も
の

【

で
す
。

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と

【 4

共
に
、
ご
寄
付
に
対
し
感
謝
い
た
し
�
 -

ま
す
。

目

さ
れ
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
「
オ
レ
ン
ジ
ザ
壮
」
が
、

い
よ
い
よ
今
月
か
ら
オ
ー
プ

ン
し
、
皆
さ
ん
に
ご
利
用
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
お

お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
か

ら
だ
の
弱
い
お
年
寄
り
ゃ
、

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
を
、

リ
フ
ト
パ
ス
で
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
送
り
迎
え

し
ま
す
。
ま
た
入
浴
や
給
食

な
ど
の
お
世
話
を
し
ま
す
旬

詳
し
く
は
、
次
の
日
程
表

の
と
お
り
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
�
 

老
人
ホ
�
 ム
喜
楽
苑
と
併
設

l

勝
浦
病
院
横
に
特
別
養
護

デイサービスセンター

」
 

E3疏

デイサ ビス日程表

時間 内� n壬av占、� 

9 :00 利用者迎え マイクロパス， リフト付きパスにでお迎えいたします。� 

10 :00 

11 :00 

パス到着

健康チェ ック

f本 操� 

リノ、ピリヨ11車東

レクリェー ション

出迎え，おしぼり，配茶

検温，血圧測定，体重測定，健康相談� 

広々とした訓練室て¥利用者の機能回復のため，最新の機

器を使用して訓練を行います。

風船バレー等バラエティーにとんだゲームを用意していま

す。� 

12 :00 

13 :30 

14 :30 

15 :30 

畳 食

{木 憩

創作活動

入 浴

おやつ，談話

経験豊かな栄養士による，新鮮な材料を使った食事を用意

します。� 

手芸，折り紙，将棋

絵画，習字，踊り等の趣味活動� 

清潔で感じよく， くつろいでいただける入浴サービスを提

供いたします。(爪切り，耳垢取り等) 

ゆっ くりとおくつろぎ、ください。� 

16 :00 利用者送り 巡回パスが出発します。

利用者帰宅

る
場
合
は
、
利
用
者
登
録
申
請
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
書
に
当
該

事
項
記
入
押
印
の
上
、
役
場
住
民
福

-R


ご
利
用
さ
れ
る
方
へ

こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

祉
課
ま
で
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
申
請
書
は
、
役
場
住
民
福

祉
課
又
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ

ー
「
オ
レ

ン
ジ
ザ
壮
」
に
常
備
し
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
申
出
く
だ
さ
い
。

県
知
事
表
彰
受
賞


木
寛
明
さ
ん

(
西
岡
)

.，l_ 

ーぷ2
溢悶

一1i

fJ

その他季節に即した行事を予定しております。

安利用料……� 1日につき 700円で利用できます。(食事，入浴サービス等を含みます)

(olデイサービスは土曜， 日曜，祝日以外は毎日実施しています。

143ふ巡回ノfスの送迎曜日以外でも，自ら来苑していただいた場合は参加可能ですo 

連絡先勝浦町役場住民福祉課�  TEL 2 -2511 
l*位〆 デイサービスセンターオレンジ荘� TEL 2 -3700 
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7月末で
H 「外
国
青
年
招
致
事
業
」
で
勝
浦

町
に
来
ら
れ
て
い
た
ア
ン
ド
リ
ア
さ

園

ん
が
、
七
月
末
に
帰
ら
れ
ま
す
。

四

帰
国
を
ま
じ
か
に
し
た
ア
ン
ド
リ

ア
さ
ん
に
思
い
出
な
ど
を
伺
い
ま
し

た
。

園

日
本
の
習
慣
の
中
で
、
特
に
印

園


象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
。


困
�
 
え
ん
か
い
μ

で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
方
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
、
な
ご
や
か
な
ふ
ん

い
気
の
中
で
の
会
話
、
が
楽
し
か
っ

た
で
す
ね
。

団囚

カ
ナ
ダ
に
も
友
達
を
家
へ
招
い

て
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
し
ま
す
が
、

日
本
の
よ
う
な
宴
会
は
あ
り
ま
せ

ん。� 
す
し
�
 さ
し
み
�
 天
ぷ
ら
�
 

な
べ
も
の
μ

も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
(
イ
カ
は
食
べ
ら
れ
な
か
っ

た
け
ど
)

日
本
で
の
生
活
の
中
で
、
カ
ナ

ダ
ヘ
帰
っ
て
も
続
け
た
い
こ
と
は
。

一
年
間
生
花
を
習

っ
て
い
ま
し

た
。
花
は
心
が
安
ら
、
ぎ
ま
す
。

カ
ナ
ダ
へ
帰
っ
て
も
、
ず
っ
と
続

Hけ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

H勝
浦
町
で
の
思
い
出
は
。

み
な
さ
ん
大
変
親
切
で
、
い
ろ

H

い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

特
に
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

H

H

M

M

幼
稚
園
へ
�
 お
も
ち
つ
き
u

に
行

っ
た
こ
と
、
お
正
月
を
日
本
の
家 H

 

庭
で
迎
え
た
こ
と
、
鶴
林
寺
へ
行

っ
た
こ
と
が
特
に
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。ま

た
、
春
が
素
晴
し
く
桜
の
花
、


み
か
ん
の
花
が
美
し
か
っ
た
。
山


の
緑
色
も
い
ろ
い
ろ
ち
が
っ
て
い


て
美
し
か
っ
た
。


英
会
話
教
室
で
の
思
い
出
は
。

み
な
さ
ん
一
生
け
ん
命
に
勉
強


さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ラ


ッ
ク
ス
し
た
ふ
ん
い
気
で
楽
し
く
、


た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た


だ
き
ま
し
た
。


勝
浦
中
で
の
思
い
出
は
。

アンドリアさんが

帰国します 

前世話!こ怒りまし尼 P

囚圏

-J

困

文
化
祭
、
運
動
会
(
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
に
も
参
加
し
ま
し
た
)
が

特
に
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
一
生
け
ん
命
に
勉
強
し

て
い
て
、
特
に
三
年
生
は
一
年
生

か
ら
一
緒
だ
っ
た
の
で
上
達
し
て

、
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。

最
初
は
少
し
恥
ず
か
し
が
っ
て

い
た
け
ど
、
�
 
は
気
軽
に
英
語
で

話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

圏

帰
国
後
の
予
定
は
。

圃

十
一
月
に
赤
ち
ゃ
ん
が
で
き
る

の
で
、
育
児
・
主
婦
業
に
専
念
、

主
人
(
ク
ロ
ー
ド
さ
ん
)
は
音
楽

関
係
の
仕
事
を
し
ま
す
。

圏
�
 英
会
話
、
こ
う
し
た
ら
話
せ
る

と
い
う
ポ
イ
ン
ト
は
。

圏

ま
ち
が
い
を
恐
れ
ず
話
し
ま
し

ょ
う
。
外
国
の
人
と
恥
ず
か
し
が

ら
ず
話
を
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

園

日
本
料
理
、
ど
ん
な
も
の
を
作


り
ま
す
か
。


困

焼
き
肉
、
焼
き
そ
ば
、
み
そ
汁
、

H

A
7

巻
き
寿
司
な
ど
作
り
ま
す
。


園

勝
浦
町
の
人
々
に
メ
ッ
セ
ー
ジ


必
伊
己
。

因

み
な
さ
ん
に
と
て
も
親
切
に
し


て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
思
い


出
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う


H

ご
ざ
い
ま
し
た
。
�
 

Thank 
 Andrea. 
mucyou very E
H

(
蔀

雄

也

く

ん

)

・
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

(

田
中
洋
平
く
ん
)

・
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。

(

湯
浅
知
延
く
ん
)

・
迷
惑
も
た
く
さ
ん
か
け
た
け
ど
、
楽
し
い
思
い
出
が

作
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

(寒
山
敬
子
さ
ん
)
 

勝
中
生
ち
ら

ω


メ
ツ
セ

1
5
 

-

々
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
々
が
一
番
楽
し

か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
(
中
村
誠
利
く
ん
)

・
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
元
気
な
赤

ち
ゃ
ん
を
生
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
沖
野
和
義
く
ん
)

・
帰
ら
れ
で
も
、
勝
中
生
の
こ
と
思

い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(
美

馬

泉

さ

ん

)

・
ま
た
、
勝
浦
に
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

(

松
平
紀
亮
く
ん
)

・
力
ナ
ダ
で
会
い
ま
し
ょ
う
グ
-

5 
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26ゆまつり
 
-eき 

(12時30分から8月1日(土) 受付)

8月2日(日)
(午前10時から

受付)

-~23 

今山橋下流河川敷


一
日
に
つ
き 
)

参
加
料

大人(中学生以上)前売 1，800円・当日  2，500円

小人(小学生) 前売 1，100円・当日 1，500円 

(4歳以上) 前売 400円・当日  500円

※団体  (10人以上)で申し込まれた場合は 1割引きです。

( 参加申し込み 〉

希望者は、参加者の氏名 年齢電話番号住所

参加希望日を明記のうえ、参加人数分の参加料(現

金書留又は定額小為替〉を開封してお申し込みくだ

さい。折り返し参加券を送付いたします。

・申込締切 7月27日(月)

・申込先 徳島県勝浦郡勝浦町大字久国字久保田 3番地

勝浦町役場内「勝浦町観光協会事務局」

雷 (08854)2 -2511 (内線35・36.37)

-受 付…… 12: 30~13 : 30 

-開会……13: 45~ 

・ぁゅのつかみどり…… 14: 00~15 : 30 

・ゲーム等……15: 30~16 : 30 

-受付……10: 00~11 : 00 

・開 会…… 11: 15~ 

・ぁゅのつかみどり…… 11: 30~13 : 00 

・ゲーム等……13: 00~14 : 00 

会場付近案内図
至徳島市

徳島市から車で約30分。パスで約 1時間。

徳島パス ・勝浦線西岡停留所下車すぐ。

農協生比葉支所

くその他 〉 

-雨天の場合も実施いたします。

・参加券の払い戻しはいたしませんのでご了承ください。

・小さいお子さんは、必ず保護者の方が同伴してくださ

・網及び手袋の使用は禁止していますので、持参しない

でください。

・万一事故が発生しても、一切貫任は負いません。

・日程等については、蛮更する場合があります。

主催/勝浦町観光協会共催/勝浦川漁業協同組合 
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'~ tしにやりまでんわ

テ 
l

• 


• 


4
だ
ん
じ
り
競
演

4
ふ
る
里
探
訪
参
加
者

昨
年
、
新
と
く
し
ま
県
民
運
動

と
一
体
と
な

っ
て
行
っ
た
パ
、
不
ル

§る1.. 

看‘' 


.，.、、 

隼� • ペ'
一四国のみち草刈り-

ed 


ハ
イ
キ
ン
グ
す
る
観
光
コ

き
る
こ
と
を
夢
み
て
い
ま
す
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

若
者
の
手
で
新
し
い
勝
浦
町
が
築

か
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
青
年
会

の
活
動
に
期
待
し
ま
す
。

推
進
協
議
会
の
お
声
が
か
り
で
発

足
し
結
成
さ
れ
た
地
域
。つ
く
り
井

戸
端
塾
実
行
委
員
会
、
活
動
の
ね

ら
い
を
「
身
近
か
な
問
題
を
地
球

的
視
野
へ
と
拡
が
り
を
も

っ
た
話

題
と
し
て
と
ら
え
、
実
践
へ
の
道

を
拓
く
」
「
豊
か
な
発
想
と
確
か

な
実
践
を
通
し
て
、
ふ
る
里
勝
浦

の
活
性
化
と
人
材
育
成
を
め
ざ
す
」

こ
と
と
し
、
勝
浦
か
ら
全
世
界
に

「
グ
ロ
ー
バ
ル
勝
浦
」
を
メ
イ
ン

マ
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
昨
年
八
月
に
開
催
し
た
勝
浦

町
井
戸
端
塾
大
会
「
勝
浦
の
知
名

度
を
高
め
よ
う
」
と
会
場
参
加
者 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

、
各
地
区
の

区
長
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
て

の
各
地
区
の
特
色
あ
る
「
だ
ん
じ

り
競
演
」
な
ど
、
参
加
者
四
百
人

を
超
え
盛
大
に
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、

ふ
る
里
探
訪
の
第
一
弾

と
し
て
、
十

一
月
に
「
弁
慶
修
業

の
道
探
険
会
」
を
行
い
、
立
川
渓

谷
の
美
し
い
自
然
名
勝
を
楽
し
み
、

温
泉
源
の
発
見 

(現
在
水
質
検
査

中 
)
な
ど
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

今
春
三
月
、
井
戸
端
塾
の
活
動

N

と
し
て
取
り
組
ん
だ
「
ピ

ッ
グ
ひ

」
で
は
、
ひ
な

な
祭
り
パ
ー
ト

行
列
な
ど
新
し
い
メ
イ
ン
を
組
み

込
み
期
間
中
町
内
外
五
千
人
を
超 

え
る
参
加
者
が
あ
り
、
特
に
県
外

か
ら
の
参
加
者
が
目
立
ち
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
拡
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

井
戸
端
塾
で
は
現
在
三
十
歳
か

ら
七
十
歳
代
ま
で
十
六
名
の
会
員

で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
イ
ベ
ン
ト
め
ざ
し
、
さ
ら
に

パ
ワ 
i
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
メ
ン

バ
ー
を
三
十
人
く
ら
い
に
増
や
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
老
若
男
女

・

町
守
つ
く
り
・
活
性
化
に
興
味
の
あ

る
方
、
と
も
に
や
り
ま
せ
ん
か
。
あ

な
た
の
新
し
い
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発

想
を
待
っ
て
い
ま
す
。

井
戸
端
塾
実
行
委
員
会

委

員

長

殿

川

武

男 

【

六
月
十
四
日
、
勝
浦
町
青
年
会
会

-
員
六
名
が
、
中
津
峰
山
頂
上
か
ら
星

【

の
岩
屋
ま
で
の

『四
国
の
み
ち 

(遊

守
歩
道
)』
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

【

こ
の
草
刈
り
は
年
に
数
回
行
わ
れ

-

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
仕
事
の
都
合

【
な
ど
で
参
加
者
が
六
名
と
少
な
く
、 

-
ま
た
当
日
小
雨
が
降
る
な
ど
の
あ
い

【
に
く
の
天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遊

苧
歩
道
が
美
し
く
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

【

日
ご
ろ
は
鎌
を
手
に
作
業
す
る
こ
と

-
の
少
な
い
若
者
た
ち
は
、
悪
戦
苦
闘

【

の
一
目
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

青
年
会
員
た
ち
は
、
「
私
た
ち
が
草

【 -
を
刈

っ
た
四
国
の
み
ち
を
通
り
、
青

宇
年
会
が
植
樹
し
て
い
る
桜
街
道
へ
と 

l
ス
が
で

...作業を行う青年会のみなさんA 
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引
世
紀
に


部
落
差
別
を


残
さ
な
い
た
め
に


徳
島
県
の
被
差
別
部
落
史

仕
事
も
強
制
的
に
限
定
さ
れ


物
が
虫
の
害
を
受
け
た
り
し
ま
す

と
、
金
貸
し
に
約
束
し
て
い
た
量

の
品
物
で
、
借
金
を
返
す
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
別
の
人
か
ら
お
金
を
借
り
た

わ
た

り
、
土
地
を
渡
す
な
ど
し
ま
す
か

ぼ
う

ら
、
貧
乏
に
な

っ
て
い

っ
た
農
民

U
'
A

も
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
し
て
土
地
を
な
く
し
た
農
民
た

に
と

っ
て
救
い
の
神
で
し
た
。
そ

れ
を
武
士
が
殺
し
ま
す
と
、
そ
の

武
士
は
も
ち
ろ
ん
、
大
名
に
も
村

人
た
ち
の
に
く
し
み
が
集
ま
り
ま

す
。
そ
こ
で
差
別
さ
れ
た
人
た
ち

を
使

っ
て
、
人
の
い
や
が
る
仕
事

を
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。

こ
れ
は
村
人
た
ち
に
差
別
す
る
気

持
ち
を
植
え
つ
け
よ
う
と
す
る
、

た
い
へ
ん
ひ
き
ょ
う
な
や
り
か
た

で
し
た
。

全
国
の
ど
こ
の
藩
で
も
、
そ
の

後
し
だ
い
に
大
名
の
力
が
お
と
ろ

え
て
き
ま
す
と
、
農
民
や
町
人
を

取
り
し
ま
る
藩
の
仕
事
を
、
つ
、
ぎ

つ
ぎ
に
、
差
別
さ
れ
た
人
た
ち
に

命
じ
て
、
無
理
や
り
に
従
事
さ
せ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
差
別
さ
れ
た
人

々
は
、
差
別
に
苦
し
め
ら
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
、
何
の
理

由
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
部
落
差

別
は
、
す
べ
て
幕
府
や
藩
の
都
合

か
ら
つ
く
ら
れ
る
と
と
も
に
、
し

だ
い
に
強
め
ら
れ
て
い

っ
た
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

(平
成
四
年
三
月
八
日
付
・
徳
島

新
聞
・
県
広
報
啓
発
記
事
か
ら
)

勝浦JH~ 1)ヲbッ乙ユ七ょうヂ 

ち
は
、
日
々
の
く
ら
し
に
も
困
る

状
況
に
な

っ
て
い

っ
た
の
で
す
。

そ
の 

2

ま
た
、
商
業
が
盛
ん
に
な
り
、

藩
内
の
富
が
商
人
た
ち
に
集
ま
る

差
別
さ
れ
た
人
々
は
、
藩
や
権

力
者
の
都
合
に
よ

っ
て
、
分
断
政

策
に
よ
り
、
人
の
い
や
が
る
仕
事

に
強
制
的
に
従
事
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

人でと玉f料も
た、がのと、元1
ち商盛よし畑禄?
が品んうてでと
、をにな、つい

ど f士な商そくう
つ 入り品れら時
とれ ま を を れ代
村るし生加たは
々だた産工作
にめ 。すし物農
入にそるてを村
つ 商ここ藍f原で

よ
う
に
な
り
ま
す
と
、
徳
島
藩
の

財
政
も
苦
し
く
な
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
を
用
い
て
、
農
民
た

ち
か
ら
、
少
し
で
も
多
く
の
年
貢

を
納
め
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
か
ら
、

そ
れ
に
反
対
し
て
農
民
一
撲
も
各

地
で
お
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

徳
島
藩
で
は
、
そ
の
こ
ろ
か
ら

一
撲
の
指
導
者
を
処
刑
す
る
と
き
、

も
と
も
と
藩
の
武
士
に
や
ら
せ
て

い
た
も
の
を
、
差
別
さ
れ
た
人
た

ち
に
命
じ
て
実
行
さ
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
大
名

は

一
撲
が
お
こ
る
と
、
農
民
た
ち

の
望
み
は
ほ
と
ん
ど
聞
き
と
ど
け

る
代
わ
り
に
、
指
導
者
は
、
捕
ま

え
て
は
り
つ
け
の
刑
に
し
て
れ
ま

す
。
む
か
し
の
刑
場
は
竹
矢
来
の

外
か
ら
、
だ
れ
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
指
導
者
は
村
人

-施設の概要 m 前JIIキャンプ場m

休憩室(5人用)2棟・ 1棟3，000円 味覚事場，バーベキューハウス，

(この休憩室は宿泊できません)

テント (5人用)10張 .1張1，500円 トイレ， シャワ一室，休憩所

※有料施設  (休憩室 ・テント )，については，使用日の5目前までに申込みをしでください。

-申 込 先 勝浦町役場産業課 ft2-2511 

て
き
て
、
商
品
を
買
い
付
け
る
よ

う
に
な

っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め

農
民
た
ち
も
お
金
を
持
つ
こ
と
に

な
り
、
く
ら
し
も
し
だ
い
に
ぜ
い

た
く
に
な
り
ま
し
た
。
農
民
た
ち

は
も

っ
と
も
う
け
よ
う
と
し
て
、

作
物
に
多
く
の
肥
料
を
用
い
る
よ

う
に
な
り
・
ま
し
た
。
そ
れ
に
目
を

つ
け
た
商
人
た
ち
は
、
肥
料
代
を

農
民
た
ち
に
貸
し
付
け
て
、
お
金

の
か
わ
り
に
品
物
で
返
し
て
も
ら

う
約
束
を
し
て
い
去
し
た
。
と
こ

ろ
が
日
照
り
が

つ
づ
い
た
り
、
作
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故
多
発
地
点


そ
の
②

横
瀬
駐
在
所

吉
田

雅
雄

す
が
、
特
に
違
反
が
目
立
つ
の
は
生

名
バ
イ
パ
ス
で
す
。

こ
の
バ
イ
パ
ス
は
、
ほ
ぽ
直
線
で
、

付
近
に
民
家
が
少
な
い
の
で
、
多
く

の
車
が
指
定
速
度
を
二

0
1三
0
キ

ロ
位
オ
ー
バ
ー
し
て
走

っ
て
い
ま
す
。

先
月
中
旬
頃
に
交
通
課
が
速
度
取
締

り
を
し
た
と
こ
ろ
、
約

一
時
間
で
十

件
も
検
挙
し
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ

の
半
数
は
三

0
キ
ロ
以
上
の
速
度
超

過 

(赤
キ

ッ
プ
処
理
)
で
し
た
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
死
亡
事
故
発

生
原
因
の
第

一
位
は
暴
走
運
転
で
す
。

暴
走
す
れ
ば
、

ハ
ン
ド
ル
操
作
を
誤

り
や
す
く
、
脇
道
か
ら
急
に
人
が
出

て
き
て
も
よ
け
き
れ
ず
に
は
ね
た
り
、

対
向
車
と
正
面
衝
突
し
た
り
し
て
大

惨
事
と
な
り
ま
す
。

現
実
に
、
脇
道
か
ら
出
て
き
た
車

と
衝
突
す
る
事
故
が
何
件
か
発
生
し

て
い
ま
す
。
脇
道
か
ら
出
て
き
た
車

も
悪
い
の
で
す
が
、
速
度
を
守

っ
て

い
れ
ば
事
故
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
ケ

ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

今
年
の

一
月
に
は
、
十
九
歳
の
ド

ラ
イ
バ

ー
が
、
中
角
か
ら
横
瀬
方
面

へ
暴
走
中
、

ハ
ン
ド
ル
操
作
を
誤

っ

て
道
路
か
ら

一
回
転
し
て
畑
に
落
ち

る
と
い
う
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
通

報
を
受
け
て
現
場
に
行

っ
て
み
る
と
、

車
が
真
逆
さ
ま
に
な

っ
て
い
る
の
で
、

『死
亡
事
故
か
』
と
思

っ
た
の
で
す

が
、
幸
運
に
も
転
落
し
た
場
所
が
柔

ら
か
い
畑
で
あ

っ
た
の
で
、
運
転
者

は
軽
傷
で
す
ん
だ
よ
う
で
す
。
し
か

日
ご
ろ
は
、普
察
行
政
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま

し
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
前
回
は
通
行
量
の

タ
タ
い
一二
さ
路
で
の
出
合
頭
事

故
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

第
二
回
目
は
、
暴
走
運
転

多
発
地
帯
と
い
え
ば
大
げ
さ

で
す
が
、
速
度
違
反
が
多
い

場
所
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。勝

浦
町
内
の
県
道
は
整
備

さ
れ
て
い
て
、
ど
の
場
所
で

も
速
度
オ
ー
バ
ー
し
が
ち
で

。。。。。。。。。。。。。。。。
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
。。。。。
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

し
、
あ
と

一
メ
ー
ト
ル
東
へ
寄

っ
て

い
た
ら
、
堅
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面
に

当
た

っ
て
重
大
事
故
に
な

っ
て
い
ま

し
た
。

昨
年
二
月
に
発
生
し
た
死
亡
事
故

も
、
高
速
度
で
暴
走
し
て
い
た
こ
と

が
原
因
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
暴
走
運
転
は
非
常

に
危
険
で
す
。
暴
走
運
転
を
無
く
す

た
め
、
警
察
も

一
か
月
に
二
度
位
は

速
度
取
締
り
を
す
る
予
定
で
す
。

ど
う
か
、
皆
さ
ん
方
も
暴
走
運
転

を
し
な
い
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

。。。。。。
。。。。。。。。。。。。。。
。。。。。


あります。

どうか，楽しい夏休みにするために

も，水難事故には十分注意してください。

の
岩
屋
に
通
じ
る
『
四
国
の
み
ち
』

に
「
詩
の
こ
み
ち
」
と
名
づ
け
、

町
内
の
方
々
の
俳
句
白
短
歌
・
川

柳
を
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
掲
示
場
は
町
内
外
の
方
々

か
ら
の
作
品
を
掲
示
し
、
年
数
回

は
作
品
の
掲
示
を
変
え
る
計
画
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
部

門
の
お
世
話
人 
(
文
化
協
会
所
属
)

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

四国のみち

“詩の掲示板"

への投稿募集

鶴
林
寺
の
へ
ん
ろ
道
か
ら
、
星

川
柳
中
田
万
里
(
横
瀬
)

短

歌

中

田

万

里 
(

H

)

俳

句

豊

田

明

(

中

角

)

季
語
・
・
・
・
・
・
秋
季
自
在

一
人
二
旬
以
内

※
各
部
門
と
も
八
月
二
十
日
附
ま

で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。 

水難事故を

防止しよう

梅悶も過ぎ去った 7月下旬，子供た

ちにと って待望の夏休みが始まります。

真夏の太陽が照りつける中で、の水泳や

魚釣りなと♂の水遊びは，最も楽しいレ

クリ ェーションで、す。

しか し，楽しいはず、の水遊びも，水

難事故が発生すれば悲惨です。

昨年度も県下で，中学生以下の子供

の水難事故が  7件発生 し 4人が死亡

しています。

幸い，昨年度の勝浦町で、の水難事故

発生は Oでし た。

これも，子供たちが保護者の方や学

校の先生方の指導をきちんと守ったか

らでし ょう。

今年も「きまり」を守って，遊びを

楽しんでください。

警察から のお願いは，

①必ず決められた場所で泳ぐこと。

②必ず保護者と一緒に出かけること。

③体調が悪いときは，無理をせず，泳

ぐのをやめること。

の 3点で、す。

水泳の得意な人でも，ほんのち ょっ

とした油断から尊い人命を失うことが
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な
ら
ぬ
お
金
で
は
あ
り

u

ば
大
切
な
資
源
と
な
る
、

つ
ま
り
、

H

A

十
二
円」
。
皆
さ
ん
、
こ
の
お
金
伺
だ

と

思

い

ま

す

か

っ

善

通

寺

市

が

捨
て
る
ご
み
で
も
生
か
せ
ば
資
源

を
合
言
葉
に
徹
底
し
た
ご
み
の
分
別

収
集
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
始
め
て

十
四
年
間
の
ご
み
か
ら
得
た
収
益
金

で
す
。
ま
さ
に 
ρ

塵
，
ご
み
)
も
積

も
れ
ば
山 

知
れ
ま
せ
ん
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ

「
一
億
四
千
百
五
万
二
千
八
百
九

横

下
日

瀬

克
子

ご
み
」
こ
の
ま
ま
だ
と
、
地
球
環
境

汚
染
を
危
ぶ
ま
れ
る
今
日
、
行
く
末

が
安
じ
ら
れ
ま
す
。
「
捨
て
る
ご
み
で

も
生
か
せ
ば
資
源
」
勝
浦
生
活
学
校

も
、
岸
上
会
長
の
元
に
集
る
同
志
た
ち
、

ま
ず
ア
ル
ミ
缶
回
収
も
、
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

二
回
目

は
ど
ん
と
増
え
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「
茶
の
間
の
お
母
さ
ん
、
大
変
面

倒
で
す
が
よ
ろ
し
く
」
。
チ
ッ
ポ
ケ
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
目
指
し
て
自

現
在

一
番
の
悩
み
は
、
「
増
大
す
る

岩
佐

ナ
ツ
エ

勝
浦
生
活
学
校

善通寺市(香川県)の

資源リサイクル事

を視察して

ー
ル
、
布
、
ピ
ン
と
色
々
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
に
引
き
渡
す
の
で

す
。
私
た
ち
が
行
っ
た
の
が
畳
ご
ろ
、
作

業
を
見
学
出
来
な
か
っ
た
の
が
残
念

で
し
た
。

「
あ
き
缶
は
ポ
イ
と
捨
て
ず
に
再

利
用
」
「
こ
の
ご
み
を
拾
う
心
と
捨
て

な
い
心
」
。
ご
み
の
分
け
方
も
大
変
で

す
が
、

一
人
ひ
と
り
が
き
れ
い
に
分

類
出
来
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

捨
て
る
←
生
か
す
、
と
考
え
方
を
転

換
す
れ
ば
ご
み
に
対
す
る
扱
い
方
も

変
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ご
み
の

資
源
化
、
減
量
化
に
つ
い
て
み
ん
な

で
話
し
合
い
、
実
行
に
移
し
た
い
も

の
で
す
。
美
し
い
町
づ
く
り
、
「
住
ん

で
よ
く
、
訪
れ
て
よ
い
町
勝
浦
町
」

に
す
る
た
め
に
。

然
を
愛
し
、
地
球
に
優
し
く
、
身
近

な
所
か
ら
行
動
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

六
月
五
日
役
場
環
境
衛
生
課
職
員
・

町
議
会
の
厚
生
常
任
委
員
長
と

一
緒
に
、

香
川
県
善
通
寺
市
の
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
処
理
場
を
視
察
、
処
理
場
の
成
り
立

ち
か
ら
完
成
ま
で
の
経
過
と
、
現
在

の
ご
み
の
状
況
等
熱
心
に
視
察
し
ま

し
た
。
視
察
し
た
善
通
寺
市
は
、
先

進
都
市
沼
津
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
場

を
数
回
に
わ
た
り
視
察
し
、
こ
の
完

成
に
至

っ
た
そ
う
で
す
。

一
番
に
用

地
問
題
が
困
難
で
、
行
政
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
、
「
ど
う
し
て
で
も
」
と
、
み

ん
な
め
意
志
の
た
ま
も
の
で
し
た
。

回
収
は
朝
七
時
か
ら
八
時
ま
で
、
後

は
再
生
出
来
る
ア
ル
ミ
缶
、
ダ
ン
ボ

ま
せ
ん
か
。
し
か
も
こ
の
収
益
金
は

H

地
区
衛
生
会
へ
還
元
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
大
切
な
資
源
を

無
駄
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

何
で
も
使
い
捨
て
、
ご
み
に
出
し
た

ら
終
り
、
こ
れ
で
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
、

ビ
ニ
ー
ル
類
と
青
、
白
、
ピ
ン
ク
の

三
色
の
ご
み
袋
が
あ
り
ま
す
が
、
十

分
分
別
さ
れ
て
い
な
い
方
が
あ
る
と

聞
き
ま
す
。
ご
み
と
思
う
か
ら
つ
い

安
易
に
取
り
扱

っ
て
し
ま
う
の
か
も

ア
ル
ミ
缶
の


回
収
に
つ
い
て


今
、
勝
浦
町
で
は
、
町
内
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
試
み
て
い
ま
す
。

前
回
の
回
収
で
は
、
缶
を
つ
ぶ
し

て
い
な
い
も
の
、
名
前
が
記
入
さ
れ

て
い
な
い
等
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

※
今
回
ア
ル
ミ
缶
を
出
さ
れ
な
い
方

は
、
次
の
回
収
日
ま
で
雨
水
が
入
ら

な
い
よ
う
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

、
。七

月
二
十
日
に
ア
ル
ミ
缶
を
回
収

い
た
し
ま
す
の
で
、
午
前
九
時
ま
で

に
指
定
の
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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V
償
瀬
地
区 

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

，、，、 ，、，、

、� 

金町一斉清掃 
 環楊美化， 自然保護に

ー縫

輸 報
訟でしお.

勢設 坂本あじさい会

最近、町遭周辺の農地が荒らされ、雑草が茂っ

て「まむし」がでるなど環境の美化がそこなわれ

ている箇所が多く見受けられます。そこで「自分

たちの住んて・いる地域は自分たちの手できれいにし

よう」を合言葉に、昨年は草刈りをし、今年は地

主の心よい了解を得て、みんなであじさいの目200

本余りを植え付けました。

みんなは、流れる汗をふこ うとせず、 2~3 年

後に咲く花を思い浮かべ、一生懸命作業をしまし

た。道行く人やドライパ の目をなごませてくれ

ることでしょう。� 

4
坂
本
あ
じ
さ
い
会
の
み
な
さ
ん 

4
あ
じ
さ
い
の
苗
二
百
本
が
楢
え
ら
れ
ま
し
た

全町一 斉清掃日

7月� 5日� 8月� 2日
 

9月� 6日
 

1戸に� 1人は必ず出て、区長さん、保

健部長さんの指示に従い、各地域の実情

に応じた取り組みをしましょう。
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勝浦町の� 1人当たりの医療費と保険税� 

57.319
62年ド一一一

179，489 

204，499: 

214，019 

217，666 : 

236，∞0: 

Eヨ欄見i医療費
斗笠ょ593 

( 

所得割

世帯の収入に応

じで計算� 

3年度� 

4年度

所得の� 

8.8% 

7.0% 

医療費を増やさないために

「医療費を増やさない」それはこんな心が、けから始まります 0

・重ねて受診するのはやめよう
結局，同 じ検査で同じ薬をも らうだけです� 0

・家庭医をもとう
病歴や体質を知っていると，治療が効果的です� 0

・薬ねだりはやめよう
余分な薬は体にもムダです� 0

・早期発見・早期治療を
病状が進むと，それだけ治療もむずかし くな ります� 0

2年

67，410 1(当初i 

278，916 

3年� 
70，557 

4年� 

100，∞o円

捌� j∞1 

+一一一一 

-

税が回線の支え窃指定の保
保険税は、皆さんが病気やケガをした

ときの医療費や、皆さんの健康i曽進をめ
効� 

4つの計算方法の組み合わせで
ー世帯ごとの保険税額が決まります

ざす保健活動などの費用となる、大切な 平等割 均等割

財源です。 一世帯にし、くら 世帯の加入者数

と計算� に応じて計算� 
この財源がなければ、私たちは国保か 1人当たり

3年度� 35，100円� 
3年度� 25，000円

らの給付を受けられなくなります。 4年度� 32，000円
4年度� 23，000円

資産割

世帯の資産に応

じて言十隻

固定資産税の� 

3年度� 67.0% 

4年度� 58.0% 

(年度) 

昭和59年
135，367 

印年目型� 

61年伴直E 

平成� 1年� 
64，627 

: 357，3481 (見込み) ・診察時間内に受診を
時間外の加算料金がついてしまいます。円o，∞300円000，200

一 保険税は納期内に納めましょう 12 
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回
冒
自
国
�
 
b
d
m
ψ

勝
浦
の
民
話
と

伝
説
を
読
ん
で

中
山

大
山

久
子

毎
月
第
三
日
曜
日
の
午
後
七
時
半

か
ら
九
時
ま
で
、
棚
野
の
円
城
寺
で

聞
か
れ
て
い
る

一
つ
の
集
ま
り
が
あ

り
ま
す
。
御
住
職
の
鈴
江
全
晴
氏
を

先
生
と
し
て
、
生
徒
は
三
、
四
人
の

お
ば
さ
ん
た
ち
で
す
。
そ
の
内
の

一

人
が
私
で
あ
り
、
こ
れ
は
勝
浦
町
の

図
書
館
が
主
に
な

っ
て
し
て
い
る
毎

日
曜
日
二
時
か
ら
の
映
画
会
の
前
座

の
十
分
程
の
、
子
供
た
ち
へ
の
読
み

き
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の

学
習
会
の
延
長
線
上
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
読
み
き
か
せ
の
た
め
の
学
習

会
の
教
科
書
が
、
こ
の
本
「
勝
浦
の

民
話
と
伝
説
」
で
す
。
勝
浦
町
教
育
委

員
会
編
さ
ん
の
こ
の
本
は
、
勝
浦

各
地
の
口
伝
え
の
民
話
が
五
十
二

収
ま
っ
て
い
ま
す
。
短
い
の
で
読

み
や
す
い
し
、
地
名
に
も
親
し
み
が

あ
っ
て
、
読
ん
で
い
る
と
次
々
と
読

み
た
く
な
り
、
子
供
が
前
に
い
る
つ

も
り
で
感
情
を
こ
め
て
、
声
を
出
し

て
読
む
。
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
る

し
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
話
も
た
く
さ
ん

あ
っ
て
お
も
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
。

学
習
会
で
交
代
で
読
ん
で
い
る
と
、

あ
ま
り
に
じ
よ
う
ず
で
聞
き
ほ
れ
て

し
ま
う
人
も
い
る
。
そ
れ
を
励
み
に

し
て
、
私
も
も

っ
と
じ
よ
う
ず
に
読

み
た
い
と
思

っ
た
り
も
し
ま
す
。

人
に
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
た

心
を
打
つ
よ
う
に
読
む
こ
と
は
む
ず

か
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
少

し
ず
つ
勉
強
を
し
な
が
ら
、
心
を
込

め
て
読
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
、
読
み
聞

か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
こ
の
勉
強
会
に
も
参
加
で

き
、
様
々
な
人
々
と
知
り
あ
え
て
本

当
に
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

画
商
圏
直

ー
読
書
振
興
協
議
会
|

久
国

中
野
コ
シ
ズ

五
月
三
十

一
日
勝
浦
町
図
書
館
(二

階
)
視
聴
覚
室
で
、
平
成
四
年
度
勝

浦
町
読
書
振
興
協
議
会
総
会
が
行
わ

れ
、
終
了
後
、
棚
野
立
川
名
所
め
ぐ

り
に
出
発
。
ご
案
内
役
を
受
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
部
長
吉
様
の
ご
説
明

を
受
け
な
が
ら
鶴
林
寺
に
至
り
、

三

重
の
塔
が
文
政
十
年
(
一
六
二
年
前
)
 4

史
跡
探
訪
す
る
続
審
振
興
協
餓
会
の
み
な
さ
ん

相
生
町
廷
野
の
宮
大
工
、
覚
良
左
ェ

門
氏
に
よ

っ
て
十
年
余
り
の
日
時
を

か
け
建
設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
ご
説
明

を
受
け
、
鶴
林
寺
で
楽
し
い
畳
食
後
、

棚
野
立
川

ヘ
進
み
勝
浦
発
電
所
見
学
、

主
任
の
高
橋
様
か
ら
発
電
所
の
概
要

や
内
部
の
構
造
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
発
電
所
は
正
木
、
ダ
ム
か

m ら
約
六
回
の
圧
力
ト
ン
、
不
ル
で
送
ら


れ
る
水
と
、
八
間
取
水
ダ
ム
底
五
十


の
所
で
合
流
し
、
二
二
O

m
の
落


差
を
利
用
し
て
発
電
す
る
そ
う
で
す
。


地
下

一
階
に
心
臓
部
の
発
電
機
、
地


下
二
階
に
水
車
が
あ
り
、
発
電
機
は


直
接
水
車
と
つ
な
が

っ
て
い
て
水
車


が
回
る
と
発
電
機
も
回
り
電
気
を
お


こ
す
そ
う
で
す
。
勝
浦
発
電
所
で
勝


浦
郡
内
の
電
気
を
ま
か
な

っ
て
い
て


ま
だ
余
電
が
あ
る
そ
う
で
す
。


つ
づ
く

次
回
、
図
書
館
だ
よ
り
を
お
た
の

し
み
に
。
�
 

|

横

瀬

小

学

校
|

⑨
⑧
⑧
⑨


ス
ク
リ
ー

ン

・
主
婦
と
生
活

・
旅

す
て
き
な
奥
さ
ん

・
詩
と
メ
ル
ヘ
ン

オ
レ

ン
ジ
ペ

ー
ジ
・
ク
ロ
ワ

ッ
サ
ン

き
ょ
う
の
健
康

・
き
ょ
う
の
料
理

・

ピ
ア
ン
ド

・
ノ
ン
ノ

・
オ
�
 ピ
シ

・

趣
味
の
園
芸
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

俳
句

・
短
歌

・
山
と
渓
谷

・
ア
ル
パ

フ
ァ
ミ
コ

ン
通
信

・
メ
ン
ズ
ノ
ン
ノ

プ
レ
ジ
デ
ン
ト

・
自
家
用
車

・
壮
快

一
枚
の
絵

・
私
の
部
屋
・
家
庭
画
報

農
耕
と
園
芸

・
あ
わ
わ

・
週
刊
朝
日

週
刊
新
潮
・
週
刊
現
代
・
朝
日
グ
ラ

フ

・
毎
日
グ
ラ
フ

・
暮
し
の
手
帖

・

関
西
の
つ
り
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン

・
エ
イ
ピ
�
 
ロ
ー
ド

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

課
題
図
書

揃
い
ま
し
た

小
学
校
低
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校
の
部

高
等
学
校
の
部

η

小
学
生
に
お
す
す
め
す
る
持
選
図
書
�
 

図
書
館
見
学

六
月
十

一
日
、
先
生
に
引
率
さ
れ


た
可
愛
い

一
年
生
三
十
九
人
が
元
気


O
そ
の
他
 

O O O Oに
図
書
館
を
訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
。

図
書
館
で
の
マ
ナ
ー
や
図
書
の
利

用
方
法
を
勉
強
し
た
後
、
読
書
に
没

l

l

H

頭
す
る
子
や
、
自
分
の
背
丈
も
あ
ろ

う
か
と
思
わ
れ
る
本
を
開
い
て
、
感

激
を
し
て
い
る
子
供
な
ど
様
々
。
資

料
展
示
室
で
は
、
っ
ち
の
こ
、
蜂
の

巣
・
か
ぶ
と
・
パ
イ
(
玩
具
)
等
に

関
心
を
寄
せ
、
探
究
心
も
極
め
て
お
う

盛
、純
真
そ
ぽ
く
な
質
問
に
壁
易
す
る

こ
と
し
ば
し
ば
。
最
後
は
、
図
書
館

備
え
付
け
の
液
品
ビ
デ
オ
で
デ
ィ
ズ

ニ
ー
映
画
を
鑑
賞
。

元
気
で
礼
儀
正
し
い
子
供
た
ち
と

短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
に

心
地
よ
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
」
と
深
々
と
札
を
の
べ
る
子

供
た
ち
に
、
「
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
心
か
ら
感
謝

せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
さ
わ
や
か
さ
を

子
供
た
ち
は
残
し
て
、図
書
館
を
後
に

し
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

七
月
の
図
書
館
行
事
と
休
館
日

実
日
曜
こ
ど
も
映
画
会

5
日

緑

の

描

他

ロ

日

る

ん

は

風

の

中

他

日
日
ま
ん
が
世
界
昔
ぱ
な
し

初
日
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
失
わ
れ

た
王
冠

女
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日

7
日

紅

白

女

休

館

日

6
日

目

日

伊:¥t¥¥� ~ 
¥ ，~ヨコ \VJ> l 
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l

比例代表海学

正又� 
~ム

ク乙

/7j 
ホ 

ル

第
十
六
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
七
月
八
日
に
公
示
さ
れ
、
七
月
二

十
六
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
守
る
大
切

な
一
票
で
す
。
よ
く
見
、
よ
く
聞
き

よ
く
考
え
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
0

・
投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

(
第
五
投
票
所
午
後
四
時
ま
で
)

・
投
票
所

第
一
投
票
所
掛
谷
集
会
所

第
二
投
票
所
農
村
婦
人
の
家

第
三
投
票
所
勝
浦
会
館

第
四
投
票
所
棚
野
集
会
所

第
五
投
票
所
立
川
公
会
堂

第
六
投
票
所
横
瀬
小
学
校
体
育
館

第
七
投
票
所
市
ノ
江
集
会
所

第
八
投
票
所
坂
本
区
民
集
会
所

・
開
票
日
時

七
月
二
十
六
日
午
後
八
時
か
ら

・
開
票
場
所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

待
ち
に
待

投
票
日

-
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
か
た

・
昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十
七
日
以

前
に
生
ま
れ
た
か
た

-
平
成
四
年
四
月
七
日
以
前
に
転
入

届
を
し
た
か
た
で
、
引
き
続
き
勝

浦
町
に
住
所
を
有
す
る
か
た

-
投
票
用
紙
の
区
分

ーっ


ヨ
温

あ
わ
て
て
外
に

E
E
飛
び
出
さ
な
い

-ポイン卜 屋内のほうが安全なこ

とが多い。身の安全と火の始末を図

ったうえでしばらく様子を男ょう。

-・司圃 ・ポイント 居住地の自然環境をよ

'国-<知っておくことが二次災害防止に

・・・・ は大切。

山

崩

れ

か

け

居周

れ� 

移転
が

の
と

ど
こ

類
お

異

て
家

しを

ト

策

イン

対止

ポ

防
・
動

固

ま
す
身
の
安
全
を

ゃ
っ

オ

を
ジ

報
ラ

情
っ
し

一
正

は

の

を

実

ら

動

事

か

行
ど
な

卜

な

確

ン
村
田

ポイ
町区

み

・
市
か

固

正
し
い
情
報
を
聞
く

四 ・ポイント 山ら酌すて
おくことが大切。火元付近に燃えや

すいものは置かない。

火す
のば
始や
末く

た


薄
い
黄
色
地
の
紙
に
黒
色
の
イ

ン
ク
で

ご注意/参議院議員選挙

どんなに日ごろ冷静

でも、非常時には動

揺してしまうもの。

落ち着いて行動がとれるように、「いざと

いうときの行動」を頭にたたき込んでお

きたい。

白
色
地
の
紙
に
赤
色
の
イ
ン
ク
で

印
刷
さ
れ
た
投
票
用
紙
で
す
。 
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不用犬の
圏直層圏図画~~固

税
非
課
税
世
帯
の
方
の
日
常
生

活
が
よ
り
円
滑
に
行
わ
れ
る
た

め
の
日
常
生
活
用
具
(
特
殊
寝

台
・
特
殊
マ
ッ
ト

・
浴
槽

・
特

殊
便
器
・
盲
人
用
時
計

・
電
磁

在
宅
重
度
身
体
障
害
者

短

期

入

所

事

業

重
度
身
体
障
害
者
を
介
護
し

て
い
る
家
族
の
方
が
、
冠
婚
葬
祭

や
介
護
疲
れ
な
ど
で
お
世
話
で

き
な
く
な
っ
た
時
、
一
週
間
程

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

在
宅
の
重
度
障
害
者
で
、
所
得

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業


重
度
身
体
障
害
者


買い上げ日

犬の;放し飼いは

やめましょう。

ワ月 8日(水)

ワ月 22日{水) 

A
J
W
仇

O
『
句

、
村
川
H
W 

/
fし

度
施
設
入
所
が
で
き
ま
す
。

経
費
は
一
日
当
た
り

一
、
四 

0
0

円
程
度
必
要
で
す
。

部そ の号調
負の経給装理
担他費付置器
金のは等
が方低を透聴
必は所行析覚
要所得 つ 液障
で得ので加害
すに方い温者
。応はま器屋v-

， 

じ無すな内
一 料 。ど信

く
だ
さ
い
。

の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所

有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

土
地
に
つ
い
て
は
、
現
況
課
税

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
目
(
田
・
畑

・
宅
地

・
山
林

等
)
を
変
更
し
た
場
合
は
地
目
変

更
屈
を
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
に
つ
い
て
は
、
取
り
こ
わ

し
を
し
て
届
出
を
さ
れ
な
い
場
合
、

現
在
な
い
物
件
に
も
課
税
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
を
取
り
こ
わ
し
た
と
き
は

家
屋
滅
失
屈
を
、
用
途
を
変
更
し

た
と
き
は
用
途
変
更
屈
を
し
て
く

だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
届
出
は
、
印
鑑
を
ご

持
参
の
う
え
、
町
役
場
税
務
保
険

課
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
行

っ
て

固
定
資
産
税
の

地
目
等
の

変
更
届
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
は

一
月
一
日
現
在

4ミ2
 
1元震円


~包gEE包囲但霞固
*日 時 ワ月 27日(月 )

午前 9時~午後 4時

女場所 小松島中央会館

女相談員 相田伸夫

※お気軽にご相談ください。

7月定例心配ごと相談 
-日時 7月3日樹 7月10日樹 

7月17日樹 7月24日樹 
7月31日樹
午前10時~午後 3時

暴力団に関することは、どんなささいな

ことでもお知らせください

あなたのご協力をお待ちしています

① 暴力団を恐れない 

② 暴力団を利用しない

③暴力団に金を出さない  

・内容 人権・行政・厚生・福祉
暴力団に関する相談・届出は

・場所住民福祉センター  2階
県警察本部24時間暴力追放ダイヤル 0886-26-0110 

(平日でも受付しておりますので、

お気軽にお問い合わせください ) 各警察署の相談コーナー 
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で
く
だ
さ
い
。

農薬危害

防止についτ


ぐち

ぜう

。
 
ぎ3


水田，果樹園等においては秋の収穫前ま

では各種農薬が使用されますが，農薬によ

る事故を未然に防止するため，次の注意事

項をよく守ってくださ ¥'¥0

合
に
は
、
医
師
の
診
断
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

制
作
業
後
は
、
手
足
は
も
ち
ろ
ん
み

全
身
を
石
け
ん
で
よ
く
洗
い
、
眼

を
水
洗
し
、
作
業
期
間
中
は
衣
服

を
毎
日
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

側
安
全
な
場
所
に
鍵
を
か
け
て
保

管
す
る
等
、
農
薬
の
保
管
管
理
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

山
農
薬
は
他
の
容
器
�
 
(清
涼
飲
料

水
の
容
器
等
)
へ
移
し
か
え
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

仰
使
い
残
し
の
農
薬
を
不
注
意
に

-‘【

。


叩
水
産
動
物
の
被
害
防
止
に
関
す

【

る
農
薬
安
全
使
用
基
準
及
び
県
の
�
 -

定
め
た
水
質
汚
濁
性
農
薬
の
取
扱

】

要
領
に
従
い
、
水
田
周
辺
の
養
魚

池
の
淡
水
魚
や
沿
岸
養
殖
魚
介
類

『

の
被
害
や
河
川
、
水
道
水
源
等
の

』 F

汚
染
防
止
に
留
意
す
る
等
環
境
保

全
の
観
点
か
ら
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
水
産
動
物
の
被
害
防
止

に
関
す
る
農
薬
安
全
使
用
基
準
の

対
象
に
な

っ
て
い
な
い
農
薬
の
使

用
に
当
た

っ
て
も
河
川
、
湖
沼
等

の
周
辺
で
の
使
用
に
際
し
で
は
、

水
産
動
物
に
対
す
る
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
十
分
な
配
慮

を
し
て
く
だ
さ
い
。

間
農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、
子

供
そ
の
他
散
布
に
関
係
の
な
い
人

が
作
業
現
場
に
近
づ
か
な
い
よ
う

配
慮
し
、
居
住
者
、
通
行
人
、
家

畜
、
蚕
等
に
被
害
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
、
風
向
き
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
家
畜
、
蚕
、
ミ

ツ
バ
チ
等
有
用
動
物
の
害
に
な
ら

な
い
よ
う
散
布
前
に
関
係
者
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

側
水
田
の
除
草
剤
の
う
ち
、
特
に

田
植
前
後
に
使
用
で
き
る
薬
剤
に

つ
い
て
は
、
植
代
後
か
ら
田
植
前

の
落
水
に
よ
る
散
布
の
効
率
低
下

を
防
止
す
る
た
め
、
極
力
田
植
後

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

平
成
四
年
度

徳
島
県
改
良
普
及
員

資
格
試
験
実
施

に
つ
い
て

改
良
普
及
員
の
資
格
試
験
が
九
�
 

f

l

凶

散

布

に

当

た

っ
て
は
、
事
前
に

防
除
機
等
の
十
分
な
整
備
点
検
を

行

っ
て
く
だ
さ
い
。

間
散
布
作
業
は
、
風
の
弱
い
朝
夕


の
涼
し
い
時
間
帯
を
選
び
行
い
、


一一
�
 

1
三
時
間
で
交
替
す
る
の
が
理


想
で
す
。

附
風
下
か
ら
の
散
布
、
水
稲
の
病

害
虫
防
除
の
際
の
動
力
散
粉
機

(多
孔
ホ
�
 ス
噴
頭
)
の
中
持
ち

等
は
や
め
、
農
薬
を
な
る
べ
く
浴

び
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
注

間
農
薬
の
調
整
ま
た
は
散
布
を
行

意
し
て
く
だ
さ
い
。

う
と
き
は
、
ゴ
ム
手
袋
、
農
業

用
マ
ス
ク
、
保
護
メ
ガ
ネ
等
を

間
作
業
前
日
及
び
作
業
後
は
、
飲


着
用
�
 
じ、� 

保
護
装
置
を
整
え
、
農


酒
や
夜
ふ
か
し
を
し
な
い
よ
う
に
。

薬
の
取
扱
い
を
慎
重
に
行
っ
て
く

倒
め
ま
い
、
頭
痛
、
抗
生
じ
た
り
、

だ
さ
い
。

気
分
が
少
し
で
も
悪
く
な

っ
た
場

山
農
薬
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、

容
器
の
表
示
事
項
等
を
よ
く
読
ん

で
安
全

・
適
正
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

間
体
の
調
子
が
悪
い
と
き
、
不
健
康
一

な
人
、
著
し
く
疲
労
し
て
い
る
人

等
は
、
散
布
作
業
に
従
事
し
な
い

⑧
⑧
⑧
⑨
 


廃
棄
し
た
り
、
不
用
に
な
っ
た
農

薬
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
で
く

だ
さ
い
。

日

残

っ
た
散
布
液
や
防
除
器
具
等

の
洗
浄
液
は
、
直
接
用
水
や
河
川

等
へ
流
れ
込
む
こ
と
の
な
い
よ
う

適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

叫
農
薬
の
空
容
器
の
処
理
に
当
た

つ
て
は
、
容
器
を
十
分
洗
浄
し
た

後
に
廃
棄
、
消
却
す
る
等
、
適
切

に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

日
農
薬
残
留
に
関
す
る
安
全
使
用

基
準
等
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
使

用
基
準
、
使
用
回
数
等
を
守
り
、

4

農
作
物
の
出
荷
に
当
た

っ
て
は
、

食
品
衛
生
の
観
点
か
ら
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

月
三

1
四
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

【 -
徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
に
お
い
て

守
実
施
さ
れ
ま
す
。

』

受
験
願
書
の
受
付
期
間
は
今
月

司
の
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

』

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
七

司
月
五
日
ま
で
に
産
業
課
へ
お
申
し

』
込
み
く
だ
さ
い
。

司

受
験
資
格
、
受
験
手
続
等
の
詳

』
し
い
説
明
書
を
差
し
上
げ
ま
す
。

4
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⑧
⑮
⑨
⑥
⑧
⑧


あ
て
先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

口
|
四
五
八
三

T
E
L

七

月

五

日

〆

切

俳

句

一

人

二

句

八

月

五

日

〆

切

短

歌

一

人

一

首

※
作
品
の
添
削
は
い
た
し
て
お
り
ま

キ
ャ
ン
ド
ル
に
、

る

列

東

今
日
の
幸
せ
点
火
す

社
会
総
合
大
学


ぷ
子
習
日
の
お
知
ら
せ
�
 

午
後
七
時
三
十
分

1

午
後
九
時
三
十
分

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
室
(
旧
図
書
室
)

短
歌
学
級

七
月
十
一
日
凶

時

間

午

後

一

時

か

ら

場
所
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
室
(
旧
図
書
室
〕

口
火
切

る

美

里
っ
た
ば
か
り
に
役
を
任
さ
れ

消
し
た
火
が
く
す
ぶ
り
出
し
た
春
の

宵

千

代

子
の
た
め
に
火
の
粉
払

っ
た
太
い
指

あ
ゆ
み

m

定
年
で
午
後
の
一
時
も
て
あ
ま
す

つ
る
お

失
恋
を
洗
い
流
し
て
午
後
の
雨真

由

男
の
嘘
聞
い
て
る
午
後
の
花
時
計

香

月

日
銭
追
う
暮
ら
し
に
午
後
の
雨
が
降

る

千

恵

収
穫
の
さ
な
か
は
げ
し
い
午
後
の
雨

し
げ
お

主
婦
し
て
る
お
か
し
パ
リ
パ
リ
午
後

の

日

々

茂

幸

宿
明
け
の
午
後
は
ま
ぶ
た
の
仲
が
よ

の
ぼ
る


爪
弾
き
の
情
趣
に
浸
る
老
い
の
午
後


管
�
 

酔

参


答
え
な
ど
い
ら
ぬ
こ
人
に
午
後
の
雨
綾

さ
さ
や
か
な
幸
せ
家
具
の
位
置
変
え

る

早

苗

孫
起
こ
す
声
で
わ
が
家
の
朝
が
来
る

梅

子

習
字
学
級

七
月
十
日
幽

七
月
二
十
四
日
働

午
後
七
時

1
午
後
九
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

場時
所間�  

焚
火
し
て
前
後
か
ら
暖
め
る

新
太
郎

火
の
車
お
し
て
も
ろ
う
た
時
も
あ
り

せ
ん
。口那智勝浦町との

美術 交 流 口

この度南紀那智勝浦町との美術交流の話が整い，� JJ券美会員 11人

が潮の岬と橋杭岩での交流写生会に参加しました。早朝の� 2便の
a

フェリーに� 3台の車で分乗し，白浜を経て右手に枯木灘の絶景を

見ながら 一路本州最南端の潮の岬へ。

目的地の橋杭岩では那智勝浦町の弁天画会の皆さん11人が歓迎

研
修
室
(
旧
図
書
室
)

墨
絵
学
級

七
月
七
日

ω

くださり，昼食を終えてさ っそく奇岩橋杭での現地写生会となり

ました。夕方までの写生を終えて弁天画会の皆さんと記念撮影を

七
月
十
七
日
幽

して， くまの路のティールームで意見交換をし宿舎の白鯨で� 1泊，

本場のマグロの昧を満喫しました。翌日は名j暴那智の滝を参拝し

て潮の岬の磯の香満杯の昼食，南紀をあとにしました。そしてこ

れからの交換行事として毎年交互に写生会と展覧会を聞くことを

申し合わせ，息の長いつき合いをすることにしました。

油絵を描いてみたい人は勝美会へ入会して，那智勝浦へ写生に行

奇
岩
橋
杭
で
の
現
地
写
生
会
�
 

火
遊
び
の
つ
も
り
が
家
庭
ま
で
焦
が

し

加

辻

火
種
持
つ
タ
レ
ン
ト
広
く
顔
が
売
れ

一

こ
つ
ゆ

きませんか。町教育委員会へお申し込みください。

h
F

ム
冨美勝

焚
火
す
る
老
骨
の
背
に
歴
史
あ
り

大

峰

せ
め
て
な
ら
句
の
中
だ
け
は
火
の
女

沙

恵

姑
が
あ
れ
三

れ
火
種
持

っ
て
来
る

万

里

火
を
つ
け
て
も
う
や
め
た
い
と
い
う

煙

草

瞳

火
の
消
え
た
よ
う
な
女
に
な

っ
て
い

た

ふ

さ

を

ナ
イ
タ
ー
の
勝
利
に
酔

っ
て
ピ
�
 

空

き

智

世

子

l
ル

旧
姓
で
名
を
呼
び
合

っ
て
同
窓
会

っ
と
む

戸角、� 

11J 


柳

H
 

士場 時
所 間
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川柳　　わたしの作品

MUS04
テキストボックス
次回作品募集

MUS04
テキストボックス
那智勝浦町との美術交流勝美会



みぞうち れいちゃん(生名) たにわき ゅうきくん(黒岩)

今月の健康行事 不明な点は環境衛生課保健婦におたずねください。� 

日 日程 内� ~ιA」7、、 女サ 象 者� 受 付 時間 土易 所 持参するもの� 

8 水 日本脳炎予防接種 満� 3歳以上の方� 13:30~ 1 4:30 
住民福祉

センター�  
料金� 500円，印鑑

J・

9 木 総� lロk 健 診 一般の方� 8:00~10:30 沼江集会所 健康手帳� 

17 金� 2 歳児健康診査�  
H 2.3.1~ 7.31 

までに生まれた子� 
13:30~ 14:30 勝浦病院 母子手帳� 

18 土
婦人がん検診

(子宮，乳腺，甲状腺) 
満30歳以上の方 12:30~13:30 坂本集会所

料金子宮~400円

乳腺， 甲状腺~250円 

22 水 健 康 キ目 員炎 一般の方� 10:00~11:30 勝浦会館 健康手帳� 

24 金 乳児健康診査�  
H 4.3.1~ 6.30 

までに生まれた子
13:30~14:30 勝浦病院 母子手帳

自習日記圏直雪圏直固固団

自分の健康を自分で守るため定期的に必ず健診を受け

ましょう。健診の目的は、病気の早期発見だけではあり

ません。体の機能が年々どう蛮化しているかを知リ、健

康維持の対策に役立てるというねらいもあります。

内容は次のとおりです。

ただし料金は、生活保護世帯の方、市町村民税非課税

世帯の万及び満70歳以上の万は無料です。受付時にお申

し出ください。胃検診、基本健診を受診される方は、伺

も食べずにおこしください。

検診項目 和十 金

胃 検: 雪関ぷ人~ 500円

基本健 診
(循環器健診)

担 事4
(今年から)

結核検 診 無 事ヰ� 

肺がん検診�  
100円 (レントゲンのみ) 

400円(レントゲンJ曜夜検査)

大腸がん検診� 600円

c、

夜間救急当番表�  

7月� 2日

7月� 4日

7月� 6日

7月� 8日

7月10日

7月⑫日

7月14日

7月16日

7月18日

7月20日

7月22日

7月24日

7月⑫日

7月28日

7月30日

平日

休日

勝浦病院�  

上勝診療所�  

勝浦病院�  

山 西医院�  

勝浦病院�  

湯浅医院�  

勝浦病院�  

赤岩 医院�  

勝浦病院�  

上勝診療所�  

勝浦病院�  

山 西医院�  

勝浦病院�  

湯浅医院�  

勝浦病院�  

2-2555 


6-0302 


2-2555 


2-3027 


2-2555 


2-2003 


2-2555 


2-2006 


2-2555 


6-0302 


2-2555 


2-3027 


2-2555 


2-2003 


2-2555 


午後� 6時から翌朝� 9時まで

午後� 7時から翌朝� 9時まで� 
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みんなの健康　　　みぞうちれいちゃん（生名）　　　たにわきゆうきくん（黒岩）今月の健康行事

MUS04
テキストボックス
総合健診を受けよう



160 47.9 51.4 55.6 60.2 64.6 
164 50.2 53.9 58.3 63.1 67.8 
168 52.6 56.5 61.1 66.1 71.0 
172 55.1 59.2 64.0 69.3 74.4 
176 57.8 62.0 67.1 72.7 78.0 
180 60.5 65.0 70.4 76.2 81.8 
160 50. 1 53.9 58.5 63.5 68.3 
164 52.1 56.1 60.9 66.1 71.1 
168 54.2 58.4 63.3 68.7 74.0 
172 56.4 60.7 65.9 71.5 76.9 
176 58.7 63.2 68.5 74.4 80.0 
180 61.1 65.7 71.3 77.4 83.3 
160 49.3 53.2 57.8 62.9 67.9 
164 52.0 56.1 61.0 66.4 71.6 
168 54.8 59.1 64.3 70.0 75.6 
172 57.8 62.4 67.9 73.9 79.7 
176 61.0 65.8 71.6 77.9 84.1 
18064.369.475.582.288.7 

150 40.5 43.7 47.6 51.8 55.9 
154 42.3 45.7 49.7 54.2 58.5 *スポーツや趣味、小旅行などで
158 44.2 47.8 52.0 56.6 61.1 

気分転換を。162 46.2 49.9 54.3 59.2 63.9 
166 48.3 52.2 56.8 61.8 66.7 
17050.554.559.364.669.7 *ゆっくり入浴し、心身共にリラ
150 42.0 45.4 49.5 54.0 58.4 
154 43.8 47.3 51.6 56.3 60.9 ックスしましょう。
158 45.6 49.3 53.8 58.7 63.5 
162 47.6 *友人、家族と楽しく食事を。

“太る"食習慣を正し、

規則正しい食生活を


太れば太るほど、成人病の発症率、その死亡率も高くなるといわれ

ます。

太り気味といわれたら、減食を主軸に適度なスポーツと合せて、健
胃・十二指腸かいようの大半の原因はストレス。

康的に肥満解消を。 胃壁の内側の粘滞と胃液の分泌のバランスが崩

胃・十二指腸に異常が

あるといわれたら……

健診後の

健康生活� 

PART 
士曽井記美ちゃん(繍瀬)

〈肥満気味といわれたら〉

最大の敵はストレス、

上手に気分転換を

kbr
a 巳臣、

冒
昌
�
 g
b
n
x
U

J

n

u

n

u

n

v

n

U

11

h
k

p
b
n
M
U
ハ
H
V
ハ
H
u
nh

u

r

H
V
ハ
川
 

J
J

ハ

門

υ

食うっすらと汗ばむくらいの運動(歩行やラジオ体操など)を根気よ

句
�
 

ハ

「

体
代
〈
判
歳
代
女
性
〉v U

J
J

J

J

h
U

hJ 

40 40 

(αn)身長160 180 (cm)身長150

民
国
民
、

回
当
�
 

司
�
 

肥満気味の人の食生活改善のポイント

〈泊
歳
代
〉

〈
却
歳
代
〉

〈
印
歳
代
〉
�
 

*大食い、早食い、朝食抜きは厳禁

女夕食重点主義、夜食型の生活パターンを改める。

*主食(米飯、パン、めん類〉を減らす。

*アルコールのとりすぎに注意。

く毎日続ける。

厚生省作成)定表(肥満度・やせ度のめやすを知る新卒あなたの肥満度を知る

身 身

長 長


相
(
〈
伺
歳
代
男
性
〉
�
 

〈
却
歳
代
〉

〈却
歳
代
〉

〈叩
歳
代
〉
�
 

51.5 56.1 61.3 66.3 ，_ 

れると、かいようが発生しやすくなり、このバラ

ンスを崩す最大の原因がストレスだからです。

とくに全桑品自て・張り切り屋、責任感の強い

人、気が弱<、すぐ反省するようなタイプが、

かかりやすいといわれます。

胃腸を丈夫にする食生活改善のポイント

*食べものはよくかんで、味わう。

阜食いは膏腸に負担をかけやすい。また、そ

しゃく運動は、脳の神経を刺激し、老化も防ぐ。

*熱いものは飲み込まない。

食道壁に刺激を与え、がん発生の下地を作る

ことも。

*刺激物は控えめに。

女飲み過ぎ、食べ過ぎに注意。

胃腸の壁を広げすぎると、粘膜や血管、分泌

腺などに障害が。

*食事は規則的に。

不規則な食生活は胃腸に負担をかける。また、

食後40~60分は、からだを休めたほうがよい。 

ストレスに負けない生活を

166 49.6 53.6 58.5 63.9 69.1 
170 51.7 55.9 61.0 66.6 72.0 *タバコはストレスをi曽やす。
150 43.6 47.4 52.0 57.0 62.0 

カルシウムは精神を安定させる効果があるのヲー65.059.854.549.7154 45.8 
158 48.0 52.1 57.2 62.7 68.1 
162 50.3 54.7 59.9 65.7 71.4 で、牛乳などの乳製品や小魚、の丸干しなどを積
166 52.7 57.3 62.8 68.9 74.9 
170 55.3 60.1 65.9 72.2 78.5 極的にとりましょう。� 
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肥満気味といわれたら　　　　　胃　十二指腸に異常があるといわれたら
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5
月
四
日

1
6
月
日
日

ご
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ワ月の土曜閉庁日は 穆 勝浦町軟式テニス大会盛大に開催 

次のとおりです 6 月 8 日(月)~ 1 0 日(利までの 3 日間 ， *A級 優勝福本幸一 ・陽地博己

勝浦町体育協会主催によるテニス大会 準優勝 小坂和美・木原みつ子

級 優勝桑村好男 ・葉田剛
ワ月 11日

が，勝浦町テニスコートと勝中体育館

で行われました。

*B
準優勝 上野寿治・美馬友子

(第 2土曜日) 大会には A級 10人(5ペア) B級46 女特別賞 (会長賞) 国清栄

人 (23ペア)が参加 し，終日熱戦が展 ※次回からの大会日程については，広

7月25日 
報でお知らせします。開されました。

成績(入賞)は次のとおりです。
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第8回　勝浦町軟式テニス大会盛大に開催
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